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日 に 還
数 つ 金
に き 又 二
よ 年 は
り 十
計 二 の

」 」 の
と と 全
い い 部
う う を 達
。 。 改
） ） 正 也
及 、 す

給
承
認
分
か
ら

を に 関 六
年 係 係 パ
〇 る ） ー
・ 農 。 セ
六 業 ン
パ 近 ト

の 七 た
規 号 （
則 ） 第
を 一
制 号
定 様

算 ・ 規
し 二 定
た 五 に
違 パ よ
約 ー る
金 セ 一



五 四 三 二
時 す 産

平 に る の 農 農 家 永
成 支 場 用 地 地 畜 年
十 払 合 に 又 又 の 性
四 う に 供 は は 購 植
年 の お す 採 採 入 物
十 に い る 草 草 又 の
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第
一 号 金 を け 三 （
に に 実 た 条 農 条

施 掲 つ 施 も 業 に
設 げ い す の 農 改 規
の る て る が 業 良 定
改 者 は の 当 改 資 す
良 又 前 に 該 良 金 る
、 は 条 必 認 資 の 持

道 公 報

五 四 三 二
五 る 第 号
条 持 要 前 知 四 ） 青
第 続 件 三 事 条 第 年
一 性 に 号 が 第 二 等
項 の 該 に 別 一 条 の
の 高 当 該 に 項 第 就
認 い す 当 定 の 二 農

号外第

第
一 す 二 に を（

年 十 農 る 条 貸 必 行
法 二 業 農 。 付 要 う
律 号 経 業 農 対 な 融
第 ） 営 経 業 象 資 資
十 第 改 営 改 者 金 機
五 二 善 基 良 ） 関（
号 条 計 盤 資 以

号

定 う び
す 。 農
る ） 業
も の 改
の 定 良
を め 資
い る 金
う と 助

月 必 て た 放 放 は 植
三 要 、 め 牧 牧 育 栽
十 な 権 の 地 地 成 又
一 資 利 賃 の に は（
日 金 金 借 農 排 必 育

を 権 地 水 要 成
支 そ 又 改 な に
払 の は 良 資 必
い 他 採 、 金 要

木 、 所 草 土 な
又 有 放 壌 資

曜 は 権 牧 改 金
当 以 地 良

造 前 第 要 定 金 貸 続
成 条 一 な に は 付 性
又 第 号 次 係 、 対 の
は 五 に に る 法 象 高
取 号 掲 掲 農 第 資 い
得 に げ げ 業 七 金 農
に 掲 る る 改 条 、 業
必 げ 者 資 良 第 貸 生
要 る に 金 措 一 付 産
な 者 対 と 置 項 限 方
資 に し す の 度 式（
金 対 て る 法 認 額 を
し 、 。 第 定 、 導

定 農 る す め 認 項 促
農 業 も る る 定 に 進
業 生 の 者 要 を 規 の
者 産 が 件 受 定 た（
方 以 主 に け す め（

同 式 下 た 該 て る の
法 の る 当 か 認 資「
第 導 農 構 す ら 定 金
五 入 業 成 る 十 就 の条 の 者 員 農 年 農 貸第 促 の で 業 以 者 付二 進 組 あ 者 内 で け項 に 織 る の あ 等

（
） の 画 強 金 下 法
第 五 、 化 の 第「
三 に 酪 促 貸 道 三
条 規 農 進 付 貸 条
第 定 及 法 対 付 第
一 す び 象 金 二（
項 る 肉 昭 と 」 項
に 経 用 和 な と に
規 営 牛 五 る い 規
定 改 生 十 農 う 定
す 善 産 五 業 。 す
る 計 の 年 者 ） る
果 画 振 法 等 を も

。 こ 成
以 ろ 法
下 に 施
同 よ 行
じ る 規
。 ほ 則
） か （
に 、 平
対 こ 成
し の 十
て 規 四
農 則 年
業 の 農

日 該 外 と そ
権 の す の
利 使 る 他
の 用 土 作
存 及 地 付
続 び を 条
期 収 含 件
間 益 む の
に を 。 整
対 目 ） 備
す 的 に に
る と つ 必
対 す い 要
価 る て な

て 第 た 二 償 入（
の 十 だ 条 以 還 す
み 一 し に 下 期 る
貸 号 、 規 間 場「
し に 第 定 貸 、 合
付 掲 八 す 付 据 に
け げ 号 る 資 置 限
る る か も 格 期 る
。 資 ら の の 間 。
金 第 を 認 及 ）
に 十 い 定 び
つ 号 う 」 償
い ま 。 と 還
て で 以 い 方

に 関 す 法 も っ に規 す る 人 の て 関定 る 団 格 、 すす 法 体 を 経
るる 律 」 有 営
特認 と し 開（
別定 平 い な 始
措導 成 う い 後
置入 十 。 団 五
法計 一 ） 体 年

画 年 で 以 （
平に 法 、 内
成従 律 知 で
七っ 第 事 、

樹 又 興 律 は 貸 の
園 は に 第 、 し を
経 果 関 六 次 付 い
営 樹 す 十 の け う
計 農 る 五 各 る 。
画 業 法 号 号 。 以
の 振 律 ） の 下
認 興 第 い 同（
定 特 昭 十 ず じ
を 別 和 二 れ 。
受 措 二 条 か ）
け 置 十 第 に に
た 法 九 一 該 対
農 年 項 当 し（

改 定 林
良 め 水
資 る 産
金 と 省
を こ 令
、 ろ 第
農 に 五
業 よ 十
改 り 七
良 、 号
資 農 。
金 業 以
の 者 下
貸 等 「

の 権 農 資
全 利 産 金
額 を 物
を 取 の
一 得 生

２ 第
保 証 六 申 定（
の 知 人 条 債 請 書
追 事 を 権 者 （
加 は 立 道 保 に 別
若 、 て か 全 通 記
し 必 な ら ） 知 第

は に 下 う 法
前 掲 同 。 ）
条 げ じ ）
第 る 。 を
一 資 ） 受

第 第
審 五 域 す よ 第 四（
査 条 貸 農 る う 一 条
し 付 業 団 と 号
、 知 資 改 体 す 様 貸
貸 事 格 良 の る 式 付
付 は の 普 場 日 ） 資

年て 百 が か
法同 十 別 つ
律法 号 に 、
第第 ） 定 同

二 第 め 法 二

４ ３ ２
だ 一 る 額（

貸 貸 し 貸 条 限 は 農
付 付 、 付 に 度 、 業
資 金 前 金 定 額 省 改
格 の 条 の め は 令 良
の 償 第 償 る 、 第 資

業 昭 法 に す て
者 和 律 規 る 当
三 第 定 も 該
十 百 す の 業
六 八 る と 務

十 十 九 八 七
る 用 一 し 信
の 労 得 営 ・ 農 品 能
に 賃 前 る 業 情 畜 種 率
必 又 各 費 権 報 産 の 的
要 は 号 用 、 処 物 転 な

付 省（
け 次 令
の 条 」
業 に と
務 規 い

六
必 取
要 得 農
な す 機
資 る 具
金 場 、

く 要 け 農 す 三
は と れ 業 る 号
変 認 ば 改 も 様
更 め な 良 の 式
又 る ら 資 と ）
は と な 金 す を
保 き い の る 申
証 は 。 貸 。 請
人 、 付 者
の 農 け に
追 業 を 交
加 改 受 付
若 良 け し

資 、 認 及 合 の に 格
格 前 定 セ は 六 農 の
を 条 ） ン 主 十 業 認
認 に タ た 日 改 定
定 規 ー る 前 良 を
す 定 を 事 ま 措 受
る す 経 務 で 置 け
こ る 由 所 に に よ
と 認 し の 、 関 う
が 定 て 所 申 す と
相 申 知 在 請 る す
当 請 事 地 し 計 る
で 書 に 又 よ 画 も

認 還 五 還 額 農 一 金
定 方 号 期 の 業 条 の
申 法 に 間 い 改 の 貸
請 は 掲 ず 良 定 付（
） 、 げ 据 れ 措 め け
年 る 置 か 置 る に
賦 者 期 低 を と 係
償 に 間 い 実 こ る
還 つ を 額 施 ろ 資
の い 含 と す に 金
方 て む す る よ （
法 は 。 る の る 以
に 、 ） 。 に 。 下

な 機 に に 商 理 の 換 農
資 械 掲 充 標 機 需 を 業
金 施 げ て 権 材 要 行 の
設 る る そ の を う 技
の も の の 取 開 の 術
修 の に 他 得 拓 に 又
理 の 必 の に す 必 は
費 ほ 要 無 必 る 要 経
か な 形 要 た な 営（

農 、 資 固 な め 資 方
業 農 金 定 資 の 金 法
改 業 資 金 新 を
良 経 産 た 習

合 運
に 搬
お 用
い 機
て 具
、 そ
当 の
該 他
賃 の
借 農
権 業
の 経
存 営

し 資 よ 、
く 金 う 認
は の と 定
交 貸 す し
替 付 る な
を け も い
求 を の 旨
め 受 は の
る け 、 決
こ よ 担 定

三 と う 保 を
が と を し
で す 提 た
き る 供 と

あ 及 提 は う 書 の
る び 出 代 と は（
と 計 す 表 す 別 、
認 画 る 者 る 記 農
め 書 も の も 第 業
た の の 住 の 二 改
と 提 と 所 の 号 良
き 出 す 地 住 様 資
は が る 。 所 式 金
、 あ 。 以 地 ） 貸
農 っ 下 を 付（
業 た 同 法 添 資
改 と じ 人 え 格
良 き 。 又 て 認

よ 据 は 必 た 「
る 置 十 要 だ 貸
も 期 二 な し 付
の 間 年 経 、 金
と は 以 費 前 」
す 三 内 の 条 と
る 年 、 額 第 い
。 以 据 の 一 う
内 置 八 号 。
と 期 割 に ）
す 間 に 掲 の
る は 相 げ 一
。 五 当 る 農
年 す 者 業

措 営 の な 得
置 の 取 農 す
の 改 得 畜 る
導 善 又 産 た
入 に は 物 め
当 伴 研 の の
初 い 究 加 研
に 必 開 工 修
必 要 発 品 を
要 と 費 等 受
な な そ の け
経 る の 調 る
費 農 他 査 の
に 薬 の 及 に

続 の
期 改
間 善
に を
対 図
す る
る の
借 に
賃 必
の 要
全 な
額 施
を 設
一 に

る も し き
。 の 、 は
に 又 、
対 は そ
し 連 の
、 帯 旨
担 保 を

資 は ） は 、 定
金 、 を 農 貸 申
貸 そ 管 業 付 請
付 の 轄 者 け 書
資 内 す の を （
格 容 る 組 受 別
認 を 地 織 け 記

以 る 以 者
内 額 外 等
と 又 の ご
す は も と
る 省 の の
。 令 に 限
た 第 係 度

限 費 繰 び 必
る 、 延 開 要
。 資 資 発 な
） 材 産 並 資
に 費 に び 金
充 、 計 に
て 雇 上 通

時 つ
に い
支 て
払 賃
う 借
の 権
に を
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す 期 金 十 ら た（ （

支 る 限 償 二 支 な も
払 。 還 条 払 い の（
猶 分 金 猶 。 の
予 割 支 法 予 住
の 支 払 第 の 所
決 払 猶 十 申 地
定 の 予 条 請 を
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第 第
措 十 用 十 通 記（ （
置 一 農 証 条 農 知 第
の 条 業 書 業 す 六
完 改 前 改 る 号（
了 道 良 別 条 良 も 様
後 か 措 記 第 資 の 式
三 ら 置 第 二 金 と ）
十 農 の 七 項 の す を

道 公 報

２ 第 第
付 九 ま は 八（ （

知 け 条 農 で 、 条 農
事 を 業 に 農 業
は 行 知 改 、 業 貸 改
、 う 事 良 知 改 付 良
前 こ は 資 事 良 資 資
項 と 、 金 に 資 格 金
の が 前 の 提 金 の の

号外第

第 ４
承 と と 七 保 合（
認 す き 条 農 証 に 農
を る は 業 人 は 業
受 も 、 貸 改 と 、 改
け の あ 付 良 な そ 良
な の ら 資 措 る の 資
け 住 か 格 置 も 構 金
れ 所 じ の に の 成 の

号

３
う は
と 、 農
す そ 業 平
る の 改 成
も 担 良 十
の 保 資 四
の の 金 年
負 目 の 十

） 場 申 の ） 管
合 請 規 轄
の 書 定 す
各 に る（
支 別 よ 地
払 記 る 域
期 第 償 農
日 九 還 業
を 号 金 改
含 様 の 良
む 式 支 普
。 ） 払 及
） に の セ

日 業 実 号 の 借 る 申
以 改 施 様 規 用 。 請
内 良 の 式 定 証 者
に 資 報 ） に 書 に
農 金 告 を よ ） 交
業 の ） 知 り 付
改 貸 事 貸 し
良 付 に 付 、
措 け 提 け 貸
置 を 出 の 付
実 受 す 決 け
施 け る 定 し
報 た も に な

規 相 条 貸 出 貸 認 貸
定 当 に 付 す 付 定 付
に で 規 け る 申 を け
よ あ 定 の も 請 受 の
り る す 決 の 書 け 申
貸 と る 定 と た 請（
付 認 貸 ） す 別 も ）
け め 付 る 記 の
の た 申 。 第 が
決 と 請 五 道
定 き 書 号 か
を は の 様 ら
し 、 提 式 農

ば 地 め 認 関 と 員 貸
な を 、 定 す す の 付
ら 管 農 を る る う け
な 轄 業 受 計 。 ち を
い す 改 け 画 、 受
。 る 良 た の 当 け
地 措 も 変 該 よ
域 置 の 更 貸 う
農 計 が ） 付 と
業 画 当 け す
改 変 該 に る
良 更 農 係 農
普 承 業 る 業

担 的 貸 月
と 物 付 三
す の け 十
る 抵 を 一
。 当 受 日
権 け
設 よ
定 う
に と
係 す 木
る る
登 も 曜
記 の

の 知 猶 ン
三 事 予 タ
十 が を ー
日 指 受 を
前 定 け 経
ま す よ 由
で る う し
に 者 と て
、 の す 知
知 証 る 事
事 明 も に
に 書 の 提
申 を は 出
請 添 、 し

告 も の 係 い
書 の と る 旨
は す 通 の（

別 、 る 知 決
記 当 。 を 定
第 該 受 を
八 貸 け し
号 付 た た
様 金 も と
式 の の き
） 目 は は
を 的 、 そ
、 で 農 の
貸 あ 業 旨

た 貸 出 ） 業
と 付 が を 改
き け あ 貸 良
は の っ 付 資
農 決 た け 金
業 定 と を の
改 を き 受 貸
良 行 は け 付
資 う 、 よ け
金 も そ う を
貸 の の と 受
付 と 内 す け
決 す 容 る よ
定 る を 日 う

及 認 改 資 者
セ 申 良 金 の
ン 請 措 に 組
タ 書 置 よ 織
ー に っ す（
を 別 関 て る
経 記 す 受 団
由 第 る 益 体
し 四 計 す が
て 号 画 る 連
知 様 を 者 帯
事 式 変 が 保
に ） 更 当 証
提 を し 該 人

又 が 日
は 前
登 二
録 項
に の
要 規
す 定
る に
費 よ
用 り
は 担
、 保
貸 を
付 提

す え 農 な
る て 業 け
も 、 改 れ
の 償 良 ば
と 還 資 な

第 第
金 付 十 告 し 十（ （

道 業 け 九 道 す 、 八
貸 務 の 条 貸 る 若 条
付 実 業 付 も し
金 施 務 融 金 の く 融
に 報 を 資 に と は 資

付 る 改 を
け 農 良 申
を 業 資 請
受 改 金 者
け 良 借 に

第 ４
付 十 上 知 交（ （

業 金 七 道 、 知 事 付
務 借 条 貸 道 事 に を
の 用 付 貸 は 提 受
中 証 前 金 付 、 出 け
止 書 条 の 金 前 す よ

通 。 審 の と
知 査 三 す
書 し 十 る

、 日 と（
別 貸 前 き

３ ２ 第
き 知 審 十 提（

前 は 書 知 査 六 道 出
項 そ 事 し 条 貸 す（
の の 別 は 、 付 る
規 旨 記 、 貸 知 金 も
定 を 第 前 付 事 の の

出 変 よ 団 を
し 更 う 体 立
、 し と の て
そ よ す 連 る
の う る 帯 場

第 第
貸 十 よ 十 そ 定（ （
付 五 道 る 四 道 の 通
申 条 貸 も 条 貸 旨 知
請 付 の 付 を 書
書 融 金 と 道 金 申 （
資 の し 貸 の 請 別

け 供
を す
受 る
け 場
よ 合

２ 第
支 十

知 払 三
事 を 条
は 猶
、 予 知
前 す 事

係 告 行 機 係 す 廃 機
る 書 っ 関 る る 止 関
一 た は 報 。 し は（
時 別 と 、 告 よ 、
償 記 き 貸 ） う 貸
還 第 は 付 と 付
） 十 、 け す け
五 速 を る を
号 や 受 と 受
様 か け き け
式 に た 又 た
） 当 道 は 道
を 該 貸 そ 貸

等 第 借 を 項 る う（
） 別 四 用 交 に も と
記 項 証 付 規 の す
第 の 書 す 定 と る
十 規 ） る す す と
四 定 も る る き
号 に の 道 。 は
様 よ と 貸 、
式 り す 付 農
） 道 る 金 業
を 貸 。 支 改
知 付 払 良
事 金 請 資

に 申 十 項 け は 貸 と
よ 請 二 の を 、 付 す
り し 号 規 行 前 け る
道 た 様 定 う 条 の 。
貸 融 式 に こ に 決
付 資 ） よ と 規 定
金 機 を り が 定 ）
の 関 申 貸 相 す
貸 に 請 付 当 る
付 通 し け で 道
け 知 た の あ 貸
の す 融 決 る 付
決 る 資 定 と 金

（
別 機 貸 、 付 償 者 記
記 関 付 そ 金 還 に 第
第 は け の の 期 通 十
十 、 の 償 償 間 知 号
一 道 申 還 還 、 す 様
号 貸 請 方 期 据 る 式
様 付 ） 法 間 置 も ）
式 金 は 及 期 の を
） の 、 び 間 と 申
を 貸 年 据 及 す 請
貸 付 賦 置 び る 者
付 け 償 期 償 。 に
け を 還 間 還 交

項 る は
の こ 、
規 と 前
定 が 条
に 相 の
よ 当 規
り と 定
支 認 に
払 め よ
猶 た り
予 と 支
の き 払
決 は 猶

知 業 付 の 付
事 務 金 遂 金
に の に 行 に
提 実 係 が 係
出 施 る 困 る
す 状 農 難 農
る 況 業 と 業
も を 者 な 改
の 記 等 っ 良
と 載 に た 資
す し 対 と 金
る た す き の
。 農 る は 貸
業 農 、 付

に の 求 金
提 交 書 道
出 付 の 貸
す を 提 付
る 受 出 金
も け が 支
の た あ 払
と 融 っ 請
す 資 た 求
る 機 と 書
。 関 き （
は は 別
、 、 記
農 そ 第

定 も 機 を 認 貸
に の 関 し め 付
係 と に た た 申
る す 交 と と 請
通 る 付 き き 書
知 。 し は は の
を 、 農 、 提
受 貸 業 貸 出
け 付 改 付 が
た け 良 け あ
融 し 資 の っ
資 な 金 決 た
機 い 道 定 と
関 旨 貸 を き

を 受 の は 方 付
受 け 方 、 法 し
け よ 法 政 ） 、
よ う に 令 支
う と よ 第 払
と す る 七 猶
す る も 条 予
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績
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導の 資るのを画 良す上

出績 等き題入算 金と課

礎 付、踏る基 貸はをす
は 則のえ合目 規左ま場

第□、

年年年年年年

九

））））

年年年年年年

□□□□□□

））

に自資

記己金

入

補助金

資

る
す

金 こ借入金

と

借償期 調 。

入還
希無

計） の間 置
金据 達

金
額画望

そ、

価
単 改の位 条レのそ単 ２に

容単 ５を善内：標 第印

・改 にけ法を収 号付方

掲るを具

との 体的／ げこ善 具体

る

た 的に 者。
よの 記入、 に）め に記
する価具 る入す単

単の有金

□□□□□□

資名

円保の望 千
：金資） 位

）証希

こと円的 業るこ・体 農

策 良と。／方 改

） 資。



名名

目目

作作

北 海

名名

入目目

収作作

業
農

道 公 報

転行 運項 実 期画 長計
６

生 金の 資後

号外第

注 ９長 １２３

期

合目。の債

む地

運

標）投別務転 年。資を保資 度内記証金

号

７８ 平
成
十
四
年
十

無無

・・

有有

売経生売経生
産 営営 上 産 規規 上
高模量高模量

入無無

加・・ 済
共有有

経生売経生

営営 項

産 上 産 規規

模量高模量 目
単
位

、 と益 途損 使、 の産 等

目 計
り 礎繰 基金 出資 算

期月

時
要年画 必

ま容入を

等

の欄る望

で」す希

の

計すにこす主 べ、とるな て農。場使 の地合

途

備の、

設等は

と

投取資 資得保金 に・証調 つ賃の

達

欄

記記」

てを望

い借希

入入

月
三
十
一
日

木

曜

償目
年

額２

要目

必年
１

期３

還

４ 位備

単目 額間年年 金
：

レ

ことに

るる□

すすの

は印

とき
、け 年年己田付

自、を

資

のと

年年の等こ

金畑る

よ途 □□に用。

））み
備作

設自

ると

日

年年

□□

））

年年

）
円考目 千年

年
６

） 標
目
年
５ 目

注目

１２

７ 農年 合業償

含作

□□も小

資・

投地

注

借資１２３ 参入金 研考先名 修）又

、既

□□

目 経還
営方金 以法

額８ 外」年 のの目 単

借欄位 入は： 金、千９

に年 円 計つ元目 い金）

て均 年

も等
記」 月

入、
す

は

調往

主 査借な 、入資 研金金

究の

使
の

開状

途

費
発況

借 等入年年年

の

月月月月

年

金
資年

現 も在 年年る元
こ利
と均
。等
」
又
は ％

そ
の 年

他
」 月

と
記
入 年

す
る 月

記月残

入高

す

利

こ現

る日

率％％％

。）

と在

限月月月

期
還年年年

償
据

月月 期 残
在置年年年 現

高月

月月

一
〇

年年

まこ で

と
。

間ままま 、ででで

）法 円方 ：還 位償 単



農農年農平 業外金家成 所所被総前十 得得贈所期四 等得か年 ら十

北 海

荷用払払の

出雇支支そ

売費息代

販労利地他

道 公 報 号外第

財 作の営

農そ経物

業
農

受費

業他費

号

の

の
他

の
そ

月 繰三 越十
一
日

木

曜

機の

資水農そ

計

費

小経

費設

熱施

費光具他

材道

償

繕価

修減

ちち

費うう

生

収飼肥素衛

託

費
却

費

農種

費・・費

入料料畜

物
作

）

費費

薬苗

売
上
高）

日

一
一



年 画人立 計法構 設

１２
要員 概

間の月成 期等

北 海

様
事

知
道

海
北

道 公 報

別

そ 記

の 第

２ ２ 出注

号 い

様 そ計次計る

式

上合 の期画場
終９４ の最は第 他へ

号外第

計税

そ計施長家租

れ支
入課

他機借費公

の設期

械

号

受入 平
成償長 十却期 四前借 年所入 十

度月年 年

名

年

氏
法事 度

年職当
役担

齢

業
農

主法代 改

た人表 良

る等者 措

事名氏 置

務名 に

所 関

の す

所 る

在 計

地 画

ま係

借目関 越の年条 繰

う計
行の

を）
れで）

入
後て

年い
４つ

のに
年画

済担

の返負

等金諸

ま記

得金

用
費

資
投

備
設

月
三
十
一
日

木

曜

数

金出口

本従数
人日 資 又

の
年

標
目

資

書

は
代 法

表 人

者 等

の 用

住 ）

す
で入

月
年所 入

借
に。
目と

年こ
１る

て
し
定
予
を
れ

日

経田畑樹採

３

円況 千

状

日

地 模牧 規地放 営園草

印
数 該○戸 当に成 前構 注

５
は
合
場
る
い

人を
法印

目
年
５
、
で
ま
目
年

借借

ちちちち

うううう

））））

地地地地

借借

こ戸 入る
借す
が入
等記

改時 業常 農
る。
すと
れ を

れ
入
借
に

金
資用 良雇

て
し
定
予

連人 て
い
つ

に

））））

用 を雇 務時 債臨 て
し
帯

者
う
負

一
二

の
名人 氏

、
は



平
成 そ農そ営十 の作の業四 他業他外年 の受収十

北 海

名名

目目

作作

道 公 報

名名

目目

作作

号外第

４
者項作 の請入 近申収 直

況力
状能名 営の目 経

号

入

面

畜
家

設養
飼

時

施常

作託月 物収三 入十
一
日

高）））

上
売

木

曜

無無

・・

有有

売経生売経生

営営産 上 産 規規 上
高模量高模量

無無

・・

有有

売経生売経生

営営産 上 産 上規規

高模量高模量

共有 及

無 実営加 営経・ 済 経び
績力入

経生 ）を

産 営 背項

規 景

模量 と目

目 し

単 た

位 生 棟

類
種

積

産

日 、前
年

損
益

実 及

績 び年

資）
平 金

年

繰
り

実 実

績 績

羽
・

頭

由
理
動
変

円
千
：
位
単

変単単変単単

動動

理理

由収価由収価

変単単変単単

動動

理理

由収価由収価

単単 項

収価 目
前
年
実
績 金年

額）
平 単

年

位

、直
し
１２

注

：

）
％
、

設舎３

施農近

実 千

績 円

」畜の

積び年

面及か

）

面
はの書

欄等算

の舎決

、

細

園含明

設は属

施積附
な書

芸め
野いを

一
三

）

花。。

、とむ

菜こ含
る

合す

場付

の添

）を

き
面

の
等
ス。

ウと

ハこ

の
入

記
を

積



期

損税前当

期人

当法調

当ら益

充か利

益等期

北 海

払のの業

構世支そそ事

の費

員員地他他外

成帯

給労代の

道 公 報

売費

販労

荷用

出雇

号外第 号

支 平出 成物 十
四財
年費 十額の 用

）

他後

の越引

そ繰税

費費払

理業支

与賃管事

う

他
の

そ費

小経

息

用利

費償

繕価

修減計

ちち

う

道機

肥素衛資水農

費
却

・・費費光具

料畜生材

費費

薬苗費設

農種熱施

費
月飼 三料 十費 一
日

木

曜

日

業／

農
上
売
年
前
る
係
に

高
上
売
年
前
の
人
法

高

一
四



流固平 動定 経項

成 資資 営

十 産産 力目

四 を

年 背

十 景金

北 海

へ単る 期１２３４ 次注

位こ 計

設。 繰平収は変施と の

実」作理・ 越年入、動

道 公 報

替期の

役施出借長そ
用

済入

賞・返借他

員設資

与機

号外第

期当

増長そ計前配

達運

入益

借他利

資期の

号

産

償金資

価当定

減引固

却純

月 と

三 し

十 た額

一 財

日

手地 容貯取

内預受土 務

主金形 資

木

負
産

曜

」械

績は付由機

バ

な 債

、の

は主容は等

」、内
害備

災な生災設

、要、
病資

等目・、投

害作産
等に

事に売害」

の別販
潔、

に入に簡は

情記物

械金

り、応に固

よし対

金処

資
投

備
設

の済

等返 分

費増処

分

日

、、 ）））） ス勘

ン
ラ

建

、
金卸物

掛 定

売

し記定

：訳 位
単
額
金内

単す産

前工た入資

、加
をこし

実販位ると

年・
入。計

で等記とて

績売
す入るし

査記す上

審も
。年

こると単

るすこ、

円
千

適。の

がと度

とこ

合

延産

繰資

、 ）））） と

でた用

当ま費

産計

資

いし

な、

上

の規計

合営は

場経て

びい

入及な

記」し

み模
るも

す

年年

平平

と産を

こ生の

る定

よ算

にの

績績

実実

量記

な
要
必
が
査法

審方

由
理

のす

」入

。

一
五



営産売 質

単品経コ生販

模ト法法

単規方方 ・ス

収価

北 海

経項技

営術

上レ

の目ベ

課ル

題

道 公 報

注
こ経

と営

保。上

証の

債特

務徴

号外第

の 負債人 定証法 固資保

員
成

構 債本務

号

流 平動 成負 十債 四
年
十

営
農
類課

型
：

題
・

」、

は工

第夫

三し

者て

のい

たる

め点

に等

債
務
保

に 長資剰人
法

該
当

が

証

し 入与 借金金貸 期本余

い
て 金

土
る

月
三
十
一
日

金形
入手

借払
期

短支

木

曜

）

問
題

点

を
し
て
い
る
額
及
び
そ
の
明
細
を

の 、格 ）））価
の

地

記

金
備額 準計 定合 法

日

金
掛

買
、

））

注
新改）
営種

１２経耕作

の作善

４

入
す
る

□
金
北の

５
、
）円

千

注経
営経

各の営

項改改 流の 工
加そ

、
）

目善善

物の目

技の実単 経新め

の・た

導の

のを画収 上術計

営

価 をす出績

題入算単 課
え合目単 ま場礎

踏る基

海活

収 、は

道用
農に
業該
改当
良す
資る
金と
等き
貸は
付、
規左
則の
第□

別点を

に図

具る

体た

的め

なの

内方

容策

を
記
入
す

そ、

通他

る

内：標

改の位単 のそ単
・改

法を収

方容単価 善
を具

の 体的／

善 具体

た 的に
入す単の 記入、め に記
する価具

２に
条レ
第印
５を
号付
にけ
掲る
げこ
ると
者。
に）
よ
る

こ
と
。

一
六

／方

こと円的

るこ・体
策

と。

農

）

。

業
改
良
資



平
成 作作十 目目四 名名年
十

北 海

農 計
６

項収 実業 画

合

生
の

後入 行

道 公 報

２３４５６７８９

号外第

注

実年１

営備
設

施度

類金

農資

資
投

型の

内 が使

号

代費

料薬財

肥農物

耕種

代

月 有有三
十 ・・

一 無無日

経生売経生
産 営営 上 産 規規

模量高模量木

曜

済 、共 産

計

目

繰
金項

資
、入 益加 損

位
単 画目 計

り

容

種と

耕途

・ 規能

以資模力

外金

数量

場達

の調

事 合業

は費

、

新更 別設新 ・

に
紙

自資

記己金

日

年
２

目
年

１

年

目

年３ ）

年 □目
４

年年年年年年年年

））

年年年年年年年年

□□□□

））））））

□□□□

入

補助金

資

る
す

金 こ借入金

と

借償期 調 。

入還年

計）） の間 置年

金据 達
希無□ 金

資名 単の有金 額画望
金資） 位

目
年

□

年
６

） 標
目
年
５ 目

注目

１２

７ 農年

□□□□□□□

合業償

□

借資１２３ 参入金 考先名 ）又

既

）証希 円□ 保の望 千
：

転 運修 運 期研 期 長長注

転、

目。の債

む地

１２３

注
標）投別務

目

営方
経還

金 以法

額８ 外」年 のの目 単

借欄位 入は： 金、千９

に年 円 計つ元目 い金）

入、
記」 月も等

て均 年

す

は

往

主 借な 入資 金金

のの
使 状

途 況

借
入年年年

年
月月月月 年

現
在

の 等、 等 金査 金 資調 資

発 と な開 途 主究 使 の研

資の 基 と等 出 途費 算 使

年年 達も 必 調金

金資 礎
要年

を

度内記証

年。資を保

欄る望

で」す希

ま容入
場

べ、とる

すにこす

の

、

設等は

の地合

て農。

投取

備の

希

つ賃の

に・証

資得保

い借

一
七

又
」

。等
と均

こ利
る元

は ％

入 年記
と

」 月他
の 年そ

る 月す

月残
高

利 日
現率％％％ 在
）償
還年年年

期
限月月月

据
置年年年 現
在

月月月 期 残
高

必る
す 期月月月入 時記

期
還

償
額。

要と
こ

単
額間年年年 金

の

入入欄

記記」

てを望

きレ

ことに

るる□

すす
は印

と

る

資、け

己田付

自、を

用。

みのと

の等こ

金畑

ると

よ途

に

まこ で 間

。
と

ままま 、ででで

償 単

還 位

方 ：

法 円
） ）

円考

千
：
位備

も小

資・

投地

備作

設自

含作



北 海

費
財

物

出
支

道 公 報

他外

の作の業

そ農そ営

の受収

他業

号外第

名名

目目

作作

号

平
成作 十目 四名 年
十

う

設
施

具他

機の

農そ

小

償

繕価

修減計

ちち

費う

道

飼肥素衛資水

費
却

費

・・費費光

料料畜生材

入

費費

薬苗費

農種熱

費

有物収

作託
入

無
・

生売
上 産
量高）））

無無

・・

有有

生売経生売経

上 営営 産 上 産規規

量高模量高模

月
三
十
一
日

売経

上営
規

高模 木

曜

日

一
八



運平
成 前配役施出十 期当員設資四 利賞・年 益与機十

北 海

資期の

引固増長そ計

達

純産入

金資借他

当定

道 公 報

損税前当減

期人

当法調

却

充か利償

益等期期価

当ら益

号外第

帯払のの業

世支そそ事

労代のの費

員地他他外

号

給

販労員

荷用成

出雇構

処械

売費

月 分等三 の十 設一 備日

資
投

木

曜

額の費

分

増処金 用

）

他後

の越引

そ繰税

利

費費払

理業支

賃管事

費
経与

息

用

日

一
九



厚入入 り
た濃濃購購乳

料 飼飼飼

飼飼 粗粗粗

厚

給

総平 総平 料料料飼

料

北 海

産１当 繁殖飼飼経牛頭

作 平平平飼飼濃

作 料料

料料 う 均 均厚 と

作生料 ろ 更 分均牧も飼

新こ 草 べ

道 公 報

経

体 平 牛 ）
農区産

酪単価

た
当均初初廃 頭

１個

号外第

紙
別

注用

計る営る 期い経す 用次

と のの画場改こ そ計へ
越最はの。 他繰上合善

終９た）

号

平
成借長 十替期 四返借 年済入 十

比

与単 与価 与

給均 給均

円

量量格量価

円

／／／／／％

年

）面産

ん産し給 ）

頭年

積積積量量

面 間与 面 年

隔次数

／／／ か

乳生妊用

頭頭頭 月産産

千千

量価牛牛牛

乳 分

り

円 単千
／／／ ／／円円円

目
績

実
位頭頭頭 頭

画

入ま計

借目の

の年め

計出

行の算

を）の

れで
４つと

のに礎

年画基

う

金

ま記、

後てて

年いし

月返 三済 十
一
日

木

曜

的
体

具
の

め
た

の
善

改
標 す種

で入耕
営

目との

年こ外

１る以

をを

れ型

入類

借農

に。
てる

しす

定入

予記

日

肥１た 枝事濃

牛当

育頭り

料飼 厚

平濃粗購 飼 肉

厚

販牛

販平料 ラ故飼入 均

平導平平平平平

牛売

素

導販販 入

均均均均均均

区殖 区繁牛

策
方

出導導

分

均均 均 当
該生平販平平

販販 産分売 品

５
は
合使

場に

る合

い場

ま
目
年

肉 で用 、

）
牛

目
年
５

料 給給 ン 売均総総飼 料

ク率格量量費

与与 価価

円 千
格

頭 ／％％／／／／ 円円

年年 頭

上以
４

価月体

頭 荷入入入売売

格数重齢格齢重

価体月

円か円か 頭 千千

べ 種

頭頭 年 ／月／月 ／

体月 分 ○頭ん頭売売 に

単

け
付数隔数重齢

を間

こかか

る
和実

）位

と月月 頭頭

目

、
牛績 牛和

主

て
し
定

予
を
れ
入
借
に

上以
４

上以
２

上以
２

実

体標

）
１

乳
用
乳
用種

績 、
種
牛
和

目

、 主
１ 体標 ）

善方
改的

二
〇

体
具
の

め
た

の策



汰卵

間料

年育淘採飼

平

成 導総

成 方期 入給

十 価羽与

四 格数率法間量

年
十

北 海

鶏導
ひ 頭り卵入 採区 １た飼

齢 分 飼飼日

） 当料な 鶏

単 総
料要種

道 公 報

出販 肥

豚 均

育

上平事肥

荷荷荷育売

物故

出出

号外第

１子 豚育 豚売

母母販肥

出出導導導 均 頭

平豚豚

荷荷荷入入入 た分 当出

りべ

号

種

千か 円

の
豚 ）

豚区

養

月 羽月 ／％－

三 羽

十
一
日

木

曜

量費率

位 与

日 給求 料

オ 実ス

円

／／％

メ 頭頭ス

績

オ 目

スメ
ス

率数率料
数 日体価日

手

／％日％／

円円

齢重格

体価日体価 産ん

頭頭

日

数齢重格齢重格

子回

日

／

頭回円円

数

／日

種

分

品

年年頭頭

／／日

位
単

オ 実

スメ
ス

績

日

的
体

具
の

め
た

の
善

改
標 オ 目

スメ
ス

的
体

具
の

め
た

の
善

改
標

４
第
記
別

平

号 成

式
様

策
方

等

第則

）規

号成付

記平貸
年５
第

第
記
別

育出出飼飼

３

料号

荷荷

料

様 総式

区坪

鶏ひ鶏１餌餌

成要 延常

購り付付 た 舎 な当

策
方

料ロ ．ブ 飼

）

経 求ー
ラ ． 要イ

条
７

年第
農

月係
関
業

）
良

改

日

画
計

置
措

月定

号所名規

住氏の
条

農 指
令法法に 業

等等り

人人よ

改

のの日、 良

合合請定

場場申認

資

ははのし 金

主名業す

、、農ま

貸

給 日体第

与求

条
５

率齢重量率

係
関
） ％

坪飼回羽 入時

羽

％日／

種格数数数数

羽 分価養

／坪／／羽 円羽回 単千

率費

績
実

位年 羽坪年／

％／
円

変

北更 海

承

知
道

認

事

書
請

申

二 年

一

た称改。

月

付

事び資

る及良

資

務代金 格

の者付

所表貸

認

所氏資 定

地）は

在名格

書

者農

表道

代海

は北

又、

具
の

め
た

の
善

改
標

目

日 印

金

）資

所良

住改

の業

策
方

的
体



別

北 記

海 第

道 ５

知 号

事 様

申 式

様請郵住

８番

第者便

北 海

２

た
し

更

由変

理
更）

変注

道 公 報

の容
内 初計

業
当

事

号外第

容

に内

置更

措変

良
改１

氏計
る

す
年関

号

道
海

北
平知
成事
十
四様

年
十

条号所

住

農 関
係法

業

等

）人

改

場
の

良

は
合

資

主
、

金

た

貸

す
関

に
置

措
良

改
業

農

る

費 画
業

計事

書
画

計
る

を

名月画

内
更計

業
変

事

の付お

等日と

人の

法次
記

、し

は更

合変

場けり

及の

称い

名第た

月所

三
十法

一人

日

は
合

場
の

等

木

主
、

曜

事

る
た

付

所
務

申

所
の

請

地
在

書

を

住
の

月者
表
代
は

年又

の
容

後

。
と
こ

る
す

付
添

費 画
業
計事

業
事

し

表号請

代申

びで

費－

資。

名付す

氏貸ま

者で
格

）

受単

を、

定費

認業

の事

け位

日

代
は
又
地
在

所
の

所
務

事

・無）

日）
所

住
の
者
表

有 今 資のる資

所
担保

借 当○と回 金金 該にこ
付） 種使入 すを。 のの

込 類もけ途申 る た
道け
海受
北を
け

減
増 た：

電フ氏改の
業い
農

農円 ）
所

氏生帯郵住

連
業）

規
類

種
・
目
地

地
在

電フ

新

円 額 １２３４千 金

筆

な金

たたたた資

新新新

要

農農生販必年 ななな

部産方方年月 業畜産売

ののの日日

門物式式月

営工入入償

経加導導

の

ガ資申

話リ良で

のの年

等し

号ナ名金請

番

則

等規。

人付す

法貸ま

、の

は条

）合８

場第

の

所

月務番

年債便

名規記

名日者号
場

の年の

等等

人人

法法

名主

、月、

はは

合合

場

号ナ
番ガ
話リ

数模

）

） 面
積 記

面 登
実 ・

所
類

種
保位
担順

積

始業畜畜月

開事農農還

経物物間で

の産産ま 期

くち年

のししう

営若若
そそ置月

始はは据

開く
工工
加加間で

のの期ま

びよ

－及に

称定

払 品品

名と

氏の

者次

表、

代り

る

称た

良
改
業

農
り

）お

表所

代生務

び日事

及
））地

名歳在

氏所

者の

－

者
表
代

は

］又 二
二

日 日
期

月 込

））

名
者

有

貸
の

金
資

）
所

住
の

付



付 成業金

平農貸資 道

平 改の

成 種 良金

十 額類 年資

四 金

年 等

十 月貸

北 海

所名

住氏

場場

のの

等等

人人

法法

合合

道 公 報

第
記

別

４

６ 欄る

号 の担こ

様 記保と

式

は種
入の。

要は９

不類第

号外第

位

１２３ 保証人注

話便話 電郵電

設担が担 番番番 号号号

金資物順物

資備保同保

使のがのが

の金件位件

途使土も融

号

連帯
番便

郵

住号

月 付

三 規

十 日則

一 付第

日

の定
請規

申の
で条

け９

木

っよ記

あに

曜

、、

はは

農、
たり

農

主名 業

る及

た称

改

事び 良

所表

務代

資

の者 金

在名

所氏

貸

地） 付

抵係

根関

。、条

又様北

貸決 当
抵

通
普

は
又

当）

」途地の資

区付定 の
等

欄資とつ象

のとのに対

、調はてと

は金きいの

械の原地は

機達、はき

当と別

・該則目、

年年

施

て記目

月月設すしに地
種 日日

種番１入・

のる

法
は

又
名

氏
所

類号筆す 人日

資お円 良と千 改の
業次

けた
付し
貸定
の決
金り

はし
て知
い通
つで
にの

は海 決

代道 定

者事

表知

通

の 知

所
住

書

号日 入
記月

を番年 分

）

第年 担
て
せ成 併平 、

し

ごる類 生生

を月 位
順
保

又を
農入にとの

は記とこ」

入でに

歳歳業す記が欄
の

良こすきそ

））改る

を

置。こ。旨

措とるる

すた入

関。記

にと

百画、そ

計し、

るだし

と
者係
込関
申の

名
等

百 又商

業容年

職内は

借

海。
北す
、ま

主代 住
る者 称た表 名

所 び事の 及入 代務住

者人の） 表法所所

金

）場地 名の在 氏等所

額 はは 合又

印

別
記氏 収印ち付 第名 ７ょ法 号

等人 入紙う欄 様

場の 式合は

証
保

帯

担連

す号日 入
記

５保他

万万書担の
保人

支償据

））の順の

円円

期び金期

還払及還置

償

営収
は年）

の日額間

金

村
市郡

途
使

の
金

資
業又

町

第
条

農

係
関

業 ）

良
改

表

資 貸決

住氏住氏

所名所名

２３４５６

年年年年年

月月月月月

日日日日日

年 償
日日

期月

払年

支
回１

円
千

還

二
三

金

面付定

借 番年 ）

用

号日
月

書
証

第年

千千千千千

円円円円円月

８９

日
ま

年年年年年で

月月月月月

日日日日日

月

払年

支
回７

額円
千 金

号日
月

地
番

日日

期

千千千千千

円円円円円 額円
千 金

還
償



債保

帯帯

連連

北 海

務

年

様債

事
知

道
海

北

道 公 報

置日及確

本則を 据規と

の面ま

記裏し 期

上び約

お特。

とのす 間

り約 ５６

号外第

び金

還払及還

利償支償

率の日額

金期

回１２３４

号

金金

資資

平のの

成種使
十類途 四
年
十

所名

住氏住氏

者人

務証

所名

のの

人人人人

法法法法

合合合合

場場場場

のの

所名

住氏

月

者

はははは

日

法法 人人 等等 のの 場

場

は
合

合 、

農条
業項
改を
良遵 年年

資守
金し 月月

を、
借借 日日

用入
し金 年

まの
し償
た還 千千

無

円円月

支

利払年年年年

期月月月月

子

日日日日日

償
還

千千千千 金
額円円円円

月
三
十
一
日

木

曜

在称

所名所名

、、、、

）び）び

地及地及

在称
名名

氏氏

者者

表表

代代

は

））

主、 た名 る

称

務
事

及 所び の代 所表 在

者

又
地

氏 は名 代）

の
者

表

。及
つび
い支
て払
はは 日

北期 ま

海日 年年で

道に
農相 月月

業違
改な 日日

良く
資実
金行

回７８９

支
払年年年年

期月月月月

日日日日日

償
還

日

２
第

繰条報 し

上告 乙乙こくそ

） 乙 償

は

ががのはの
還

、

租甲借転他
）

数金さが償

税に入用甲

公

所
住

）
は乙生乙と

間っ又再た

とがこに手がき

にた乙

払

いき北れつ続支。

お

に仮始を

て。海らき開

等す

、道

貸る 千千

付こ 円円
第

う償金 １

。還債に 条

たがが

）期務乙わ乙乙

全こり償こ

農が限のが

業、

金資

改次分部の使還の

良の割又借用

千千千千 金
額円円円円

一 注

時 ）

償 １２

還 付

）

れ債還

連帯るは

連す印

限

をのよた権期

課個に
務改き全に

滞債りと保
は著か

しを良又上か

納

ら

督う造公しわ

て負、
合、収支ず

促場成用い
さが借

はに復用障、

又

金

全い又れあ入

保お旧

農基差、停

差てはたる

え社し

に業づ押会止

甲

し

し良義、整若

対改く
金の押開く

虚資務差理
の若手

の等履え始は

偽

交

請付を申し形

申貸行
則っ若は換

若規怠請く

くたし会所

し

入しの金
は以とく社よ

払一金な支の

資各支は

ののの部をい払借

金号

をれ

貸い場をことい入

証。怠に

付ず合弁のき

か各す書っ際

けれの済

と又

受に支るにたし

を
当期載きは

け該払。記

をたの

者す日し。そ

た
る

と印

債こ、

以と含借借

者。鑑

務

北

び明

及証

海

連を道

帯受農 保け業 証た改 人印

良 が鑑裏
資 こを

金

所名

住氏

人
証
保
帯

の押

との

場場

のの

人人

法法

えそ得き認全

押、取と

一たた又

をのし。め部

で設き一

けつ施とは

受
とも。部

た

を上

。限地繰

き期土を

し。す

済む還

弁含償

に

取

報下きは更り

な）る

告。競生

し則の続停

を規売手引

又と立始処

、」申開止

故うが申を

はいての分

に）ってけ

意。あ立受

要びとあと

必及たがた

事の又た又

なこきっき

め。金後

下認む入入

」貸下使の

乙、以のこ

い金じ以入

と付同途借

。一）に債

うの。外金

は償か用の

）時に使務

道のわ、部

、還かし全

請ら又を

様印

以求ずは弁

借

式し面用

に、）証 書印書 き鑑特 切証

約 れ明

条 な書

項

別る

はす

合付

場添

いを

所名

、、

はは

合合

紙こ

表
代

）び

地及

在称

二者

四

が

っ他と

かがこ

）
名

氏

若る

き渡き

と譲で

たに

破き清

実契はとは

。

。

違、に

報に産。算

の約
、

怠し事っ

を反民入

告

し直入す

下を、借済

」とに後ま

甲たちれる

いは入期の

とき借長で

し
載

記。

にと

、

添



第 ３

７ すかの約
担条 支 る乙ら金
保 払 。は一を

平 乙 の の 、時併

成 は 提 日 第償せ

十 、 供 ま １還て

四 別 ） で 条の甲

年 の 第請にに

十 １求支締

北 海

２ 第

ののう払 ６ を

規。乙期 違条

定は日

日 承
約

乙に、を

ま 認
金

はよ農過

で す
）

改て

支 。、り業ぎ

、 る

資予

う 払時良猶

払 支一
期償

道 公 報

第第

借た ５ 必 ４

入と 弁条 要 調条

金き 済 な 査

乙債は

そ

充 乙事 ）

及務、

の

当

びがそ

他は項
の

丙他の

甲、を
指

はに弁

が甲調
定

、も済

指の査
権 示職す

号外第

２３４

死丙

乙業う乙乙に

農従

、の亡の

は改。はは乙

こ措の次住、資

、良甲

、散若

の置指に所解産

変すげ氏そし

資を示掲

の更るる名のく

金

号

第

後報 ３

こ告 条

内合個

乙以場に

日の書
内

規、お別

、にに人

は

日 第にて訳

則甲い

月 数 号を払結

三 に か受うす

十 応 らけもる

一 じ 第たの担

日

付 号きす権

貸 ４とと保

の 該、。定

金 にはる設

金 当当契

木

に た請に

額 し該約

曜

し

べ

し とにい

対 こ求従

い

金 にす助な

き 日還金
の

に 還き法旨

額 償べ成
決

対 金金第

し を額
払支のが

年 支を条定

わ払規あ

なわ定っ

っかよ場 ー

かなにた パ

こあ金

たっる合 セ

）

い

るそこのるが

す員る
他を入合ず

とのと借場
債おの

。甲承金にれ

き

のて務

委し務い債

の認

済債充

をこ弁、に

託、

しのさ

けにと務当

受れ

等他は

者要て全れ

た必

中こ合にこ事

借、と場

にの

れ止ろに異れ業

入

従、を準状

目、には動

に

でしい遅生じ況

的若

な、事著

あく、滞じる

農廃営く又実し

るは経

乙発変

業止状甲はがい

るそ報若生動

改す況に

、を
措場の告ししを

良

対
のし

の当数記

条し複明

に業が各

定事者、

規該
で確

り係同の

よに共人

入業り印

借農借認

、る
の良け押

金改受を

日 年 係、

故るこ

意貸の

の付契
基 セ

合のに ー

場金約 パ

るけく ト

限付づ ン

に貸

に 合

）日務 割

。の債 の

由一る 計

理ら係 で

をか

合と払お ト

場た支に ン

はは猶て 割

又きのい の

のそを前 で

甲、予も 合

定支請の 算

指の申項 計

る期た約 た

す払し違 し

払の合を 約

支日場金 違

日日お払 を

期翌に支 金

、便個をか

がな数部る

のを給滅つ

乙宜の消に

業供をせて

事提付さい

状るすに、

のすなるは
指

、きりに

況。べ足甲

又弁権

類合い定

書場な

他すくた生

帳は済が

、

、

のは必るはとじ

置合

な帯。又

遂、要。連き

項証そ

がに事保は

行甲
か甲お

難やを人の

困速
と
っ報報下れ

なにに以そ

た告告の

合てる」る

場しす丙あ

す

借措た印
、そ。とと

施でも

れ実のる

入置も
す

的告ると

目報あの

の
提は。

あをきる

で書と

改る業

業す農

農出、

る

し

と時担 算

措良

良。改

金違提

て還の た

し償保

甲
第第

強 こ承済

制 公条 の認す 条

執 正

乙行

取する
証

はを

乙得る。
書

、承

は金。

の

甲諾

、かこ

作

も に

にかいう 甲

甲らの

支と

１支、の 支

第らて

条払払
第

全受

２
をら

担 額け 法条 行丙わ

保 のた 定 っはれ

の 連弁と 代 て、て

処 帯済き 位 も償も

分 債をは 者 異還異

） 務受、 が

かなる

簿甲があ
議期議

他のれと

のらさこ

そ

第 ２３ 第

かる
法条 か乙甲。
定

連条

わはは 帯

乙 代 丙ら、、 保

及 位 はず甲連 証

び 者 、、が帯 人

丙 の こ当連保 ）

示。

は指う。

又のいき
２

該に）

当

第

すす

２

９ のは

る甲る 担条

。は。

行乙、
保

乙、

為は遅
の

は担

を、滞
追

、保

し担な
加

甲の

な保く
）

施

完実

の置

置措

いとそ

了

第

他 ８ 供

の 担条

債

が
保

乙務

可
の

はの

能
保

、担

と
全

甲保

な
）

かす

っ

成

らる

が諸場

）

求を

一用に請旨

、費合

受載

に差いを記

般をお

たた

当い、けし

適引て

合正

認残お場公

とたな

は書

らを残に証

め額、

けそ

る乙務、の

れ、債

者 弁

及るの

を日を
済

びま権

申、申
し

丙で利

し据し
た

はは又

立置立
場

、、は

て期て
合

こ代順

な間な
の

の位位

い又い
求

借にを

。は。
償

入よ無

償

制

金っ償

還

限

債てで

期

）

は

の務取甲

限

変

、

の該帯証

動

甲

契債保人

）

他

かの人変が

約務証の

連

生行追にの

ら履の更

債

る責をし帯

ずの加関

者

切を要か務

一め必乙

連

債う認請、

の負とら

更

もしのが変

務。め求

関

と提を保に

のて旨担

乙

るしに追し

す供甲の
必ら

自告をか

。た報加

資そと求

の、要請

己し

てり

の指めあ

産の認が

認し

場承供

たのに

価示

、ずは

は得又

にを、

合

状

か担現

や、の

速にそ
て更

れし変

ことを

に保

甲あち成

方のが直作

を

対場こ必

、にるにに

法
るは契な

期す合の要

時
務乙に続

価債、約手

、
等のは基を

格

二 に弁、づ行

五

りに該債。

よ済当くう

得に

保当債を

担充残務

に部た渡

更一し譲

変の
を。

き弁利る

つを権す

場せ

乙た使

甲し行

、済

いおか

おに、

に合ず

間

にてが帯

いて、

ていつ

、人

き求り証

つ請あ保

連場当つ

とた適に

乙し
め除

しは認免

帯合とき

丙ちと交

乙直る、

、、
、は

のこは又

間にき替

が従求適

額に要、

契れ

場認

失。たと

滅うし当

等、と

損はる

き合め

、

こ

情に、

事ちは

の直き

提す

りにに

よれれ

にこ

るた、

すし等

供供る

提

害

との損

の己に

も自甲
他ぼ

。を及

る産を

す資

をで務承

譲そ
にお

人す

ち、

分る直し

処きを認

、を弁つ

上とにか

のこ

取がら

に甲か

か、甲

、

担

かのを

は権求

り債請

じをの

の応れ保

約にこ

え

ん。更替

かる変差

い るる

少じじ

減応応

にす きとと

とのの

たもも

し

貸一
賃る

、あ
しの

渡れ
、

し切



年容

計 工
着内

） 価
円 月単

北 海

金 す借農 貸資 ま
し１２

定受 状改 決借 。受業 付
日日置 月月措 年年 況良
実

道 公 報

り

事借

知に

道き

海さ

北
住氏た

け

様受

号外第

記

第別

所 用立

第 を 合条 を替

８ 管 意 立金

号 甲轄 管 てに

様 、裁 轄 替相

式 乙判 ）

てす及所

え当
支るびと第

払金丙す

号

２ 第

甲 費条

が 用
平乙乙 負
成はに 担

十、代 ）

四本わ
年借っ
十

画金
数量

日 入て

日実容

月内
） 額

円 年

月

年年況
状

施

価円

完単

名農

受

付
貸借 記

日日

月

業

所

金

等等資

人人良

法法改

はる

合合係

場場に

のの

た称改

主名業

、、農

は
る及良

っ額はる条
農

場つこと係

たに、こ関
業

に年契合

合きのに）
改 約意 は

にす 、良 関る

はす。 ％ 乙

措

割 、る の

置

の の訟 合 甲訴

実

利 承に

月金登

三債記

十務を

一に行

日

の公
切は

一又
る、

係い

木

用証
費正

曜

額

年数量

了）

負の
を書

月支
収号
領番

績） 日金円
払

決

月画相の

計のそ

年書

代置

事び措

号額

番

金 定

所氏次

の者、

所表を

務

り

年又お

地）と

在名の

のた

月者し

表施

代実

は

息 認つ

住の

施

受甲 を をき

報

た事 に けの 甲

告

払 場務 支

書

在 の 除所 も をの う 合所

替管 る 立を す 、地 と き
日轄 。

日

の嘱
も委

るを
す成

担作
債
他
。の
るそ
す、
とし

と
実点由

と違理 全
保
権

他事

修の記

研そ特

日績

名

者の の
記修

上研

円

期

報

所で

、
は

告

日）

紙
別

時数作
複を 請

の 申実注

裁

にる

数す

者し

計の成

２３４資区

３

、
じ判

応
する領研調

入す金

と書のの

る内こ収修達

１
注

費
め
た
の

こ容

次称

日
月

年
間の項 画

計

て
け
受

を
修
研
り

お
と
の

付
共添
が、 画績

る記
い

同

研

け。
受と

りこ
借る
です

修

は
合 円場

た

証

合績

と」。の場実分

、

はを、

欄しは総 。の写

付しの

貸付紙

事 、添別

機収証

象領修

対、研業

号を農 、番書

械書明費

時
請

申
、
は
欄
の
」

業 施

月

年

年

ら
か

概
の

画
計
の

証

研を
と
こ

で日

ま
日

月 す
ま

所名し

者明

修住氏 内
別

人
個

。

明

各
に
表
訳 円

書

設に添

を
印

認 円確
の
人

資 、応す良 名対付資改

番と

式たこ金金 型しる
付

己 格を調 規号。自 、
名と金 材こ達 資す資

、

承
更

変
、
要

をそ 区 等。

け
受
を

認

二た

六

そ
は

き
と

詳

も 円た
し
印

押

）
月

か 要
概
の

入他 記
に

細分の

記
を



変
更
後平 の成 償十 還四 金年

十

北 海

償
の は受払

初

又借当支

称額金法
還

名金方

道 公 報

払者

金支入

資の借 良金
て予

氏 年い猶

の つの
に

氏月北申
、を名

号外第

別

北 記

海 第

道 ９

知 号

事申 様

請 式

様者
住

第

号

第第第第第月 １２３ ５三 支 回回回回回十
一
日 払

年年年年年

期

月月月月月木

日

曜 日日日日日

回 支１２３４

第第第第
月

期

年年年年

払

回回回

海請

日日日日

日

月月月

道し

名

改。

人付業す

法日農ま

付金

場貸資

ので良

等け

名付記

、定貸

は決等

合
及付則

称貸規

条所

農 関
係法 業

）人 改等 良の

資

合
場

金

は 償

、 還主 金た

支

研住

る

を外
修海所

場

たにの

け修人

受研法

は、

又ては

関っ合

機あ
業派た

農、主

は

日

金

び決第

円
千

金

代定
定

氏第規

者号の

表番条
を次
）、
号り
よ

）に

名

事

たお
けと
受の

払

務 猶

所 予の 申所

請

地
在

書

る

住
の

月者
表
代
は

年又

名所

名関務

の機事

者遣
名地

氏在

は所

又）の

称

額

）

千千千千千

円円円円円

当支
初
の払
方 償
還

り

円円円円

千千千千 額

受 に還入

金償借又借 資
支名金 の いの

つ金者は

業償
農り

は払

氏 て 名

住氏

者成

請平

申

改還

日）
所

年

所

記
別

変第 注
） 更号 １２

様 理式

更れ
変そ

印

支
払
方

金法

第第第第第第

１２３４５

回回回回回回

年年年年年年

月月月月月月

支

海を
北予
、猶名称額

の
改た払

業し
農定
道決

貸し
等知
金通期

資で
良

付ま記日

場

のの月

等等

人人

法法
名付

、、日

はは

合合

場
事び付

る及貸

た称け

主
務代決

理ぞ第 由

由れ
欄の条
農

は由係

に事関
業

災に）改

害応良

、じ資

疾て金

病知償 、事還 負が金 傷指支

法
第第第

４５
回回回

年年年

月月月

日日日日日日

二
七

第
則。
規す

定円

規千

の
項

１
第

条金

の者様北

所表定
り
よ

に

知決

在名道付

所氏海貸
号

は番

成又事定

平地）

）

所号

住
の

年者
表第

代

、定

月）

払 盗す

猶 難る

予 等者

決 にが番
定 よ発

通 る行

知 状す

書

すを
入書

記明
を証

況る
る添

日日日

千千千千千千

円円円円円円 改
業

農
の

お
と
の額

次
、

日印

と
こ号

。る
とす
こ付

良

。

千千千

円円円



記
別

こ

第 と
。

式
様

号
第

北 海

北の

書者

道付付業

海貸添農

受農）か

業を類等

農け

出

資た改提

良け業ら

改
金い良

道 公 報

資

事良

知改

道業

海農

北

成
助

様金

号外第

記
別

変支第 更
後払号 の様 償方式 還

第 金法

号

平
成
十
四
年
十

条

農

係
関

業

）

貸
道

金
資

良
改

貸決

金
付

付定

貸

道っ

貸で金あ

等の資の

則し付農

規請貸た

付申
す借改

第ま金業

規込金

の申資

条。入良

法
よ付

に額貸

定記金の

第 農

３ 業

条 改第

良

項
２

資

に 金規

道

す
定

貸

る 付

農 金

条 第第第第第

関 ２３４５

係 回回回回回

）

年年年年年

月月月月月

日日日日日

第 月１ 三回 支

十
一
日

月

期

年

払

木

日

曜日

付 番年

決 月定

号日

知
通

平書

次申

、の

りけ

月

第年
成 農書

りる

お係

とに

の請
を

資し

良円写

改の

業類

所融代業
道添

金

貸

在機者良

資表改

付

関氏資 申地名名金

請

貸
の

書

る
す

月施
実
を
け

年付

日

号日

金

記
別

据第

置

式
様
号

償支償

金る

付す

貸付

期 金金金 日
期 付還還

払

貸

日め
た

印

の付 金
付金

貸
道資貸

、

使 付
貸

千千千千千

円円円円円
農す

成道ま

平海し
北知 融代

円
千 額

良
年改
業。 名名
関氏

在機者
資表

所
地

間第

６条
農

係
関
業

年）
良

改

月

金
資

日

道

年貸

１２３４５

額のび額

及

月月

払年年年年年

支
回

日日日日日日

期月月月

氏

額途先

金

償

住

業
農

所名

改
良法法 資人人 金等等 貸のの 付場場 け合 に合 は 係は 、 る

付規
日付
貸
等
月金
資

、

で第
け則
申

っ項記

あ１
の第
請条

付

千金

円月

払
支

請

日求

年ま書

千千千 金
還

月

日
月年 で

千

額円円円円円

千千

円回７８９
月月月

払年年年年年

支
日日日日日日

期月月

原主名 資た称 る及 貸事び 付 千務 先 円代 所表 貸の

者 付所

金氏 在 額名 地 の） 又 欄は に代 記

表 載

に

海業定

様北農規
たの

金、

事資り

知良よ

道改
のり
金お

付と
貸の
道次

付定
貸決

二
八

千千千千 金
還

償

円日 千

額円円円円円

千

者 の

の

お
と

住

り所

。） ）

いで
つの

にた
けし

印

、
て通



還置還

利償据償

平
成 期期金

十 率限間の四
年 無回１十

北 海

金

の付

用付 金

借資貸貸

額途先額

使 金

住氏 農

道 公 報

別
記

収印ち付 第

ょ 号

入紙う欄 様
式
第

号外第

にを
金払

付支
貸り

道お
、ま

てし
い求

年つ請

号

様
事

知
道

海
北

月 支三 利十 払年一
日 子年年期月

日日

月月償木

還

曜 千 金

日日額円

業所名

改
良法法 資人人 金等等 貸のの 付場場 け合合 に

はは 係

、、 る

主名 原
資た称

る及

貸事び

条

農

係
関

業 ）

資
良

改
金 表

道

貸貸貸

面付 付付

農請

道払

海。支

月北す
金

資
け良

付改額

日業求

規
付

第貸記

等

日 ま
で回７

支
払年

期月

日日

償
還

付務代 先 千所表千

貸 円の者円

付所氏

金在名

額地） の又 欄は に代 記表 載

者 の

の と

住 お

）決金 定決

借 番定

用 号日

書
証

号第
則

月

第年

で
の
定項円

決３
付第

貸条
り

農よ
たに
っ定
あ規
の

機者
資表

所融代

改、
業

地名名
関氏

在

千 金
額円

第

償の ２ に

還全に 一条

期部乙丙

し
時

乙限又がに

て
償

はは道貸

貸
還 し

、分一貸付 ）

け甲割部付け

付

り所

。）

）

第

道う １

。 借条

以） 入

農下に 金

業対 の

改甲し 使

良」、 用

道

本等す海

金行北

号日

と年事

上付こ知

日貸る

次

と及確様

の則を

記規

償償支道期

金と
資の
良

所金

金場付 還還払貸限

額金出

利払 金元

印

支を金を

日
期び

払及

支

こな

。次払弁をし

るが

証と

各各すのい

のの済
に。

の払。書き

号支る
含し

れを載

ず日記

い期
当以入

該。借

にむた

か

資と利 ）

道う、

金い率

北

貸。償 海

付）還 道

金か期 農

のら間 業

貸借、 改

付り据 良

け受置 資

をけ期 金

受た間

裏
道

け資、 貸

農面ま

り裏し月

おび約
条

良約日

改特。

業のす

付守債

貸遵
道を
金項

資
を、者

金し務

５６

年年

月月

日日

年

２３４

年年年

月月月

日日日

途

とじ使

る同の

す下金

かに

、に外

め）以

認。
償わ用

時か使

一

二 還らし

九

借

求直は

請、又

のず、

た金償

をち

付

融と還 金

資同方

面
借

機額法

代）
用

関を及

表

証

、び

者

書 氏

以償 特

下還

名

約

期 条

乙日 項

い乙

と甲

」を

金所融

用入
借借

う以間

還関

し償在機

まの資

し
払
い支

つび
。及地名

た
道に

海日
北期
はは
て

千千

円円月
日

年年

月月

日日

千千千

円円円

８９

年年年

月月月

日日日

速

と入後

た借れ

しに入 下の

、務か

は債や

き金

）も

。
、」と

は丙の

印

業違
農相

海い一

北と同 資実
良く

改な 千千

円円

千千千

円円円



第
６ 必

譲実 報条

丙こ渡乙が

要
告

乙がの若の発

な
）

所し

置は離借し住生

措

し金は、た

を次農入く

き

う各よの転名と

行の

。号う転用称

北 海

第 ２３

５ か又わ一
経条 じ乙はら甲時
理

乙

めは丙ずは償
上

は

甲、の甲、還
の

、

に乙任に乙の
措

こ

通丙意償が請
置

の

知間の還乙求
）

る間す借

すの弁す丙を

る特済

道 公 報

４

第第

る ３

転条 。 繰条 き

上貸

乙

乙。そ

債 乙 償

は

がの

権 は 還

、

甲他

の 、 ）

乙

に甲

一

丙

対が償

時

間

し債還

償 数権期

号外第

た乙再乙た乙

たっはっ

きがとに生がとが

と乙

。税

。北きつ手支き租

道仮開を公

海。き続払

業押の止を

農差始停課

号

乙乙お
に

平ががい

成道こて
十貸の、
四付資甲
年金金に
十

資

にと借又、。

のの対

金

げるよ公本

掲すには
代

場き改収、

るとり用
れ者

に、さ表

合。良用

の、こ異

甲成るに

は造
な生

め旧とを

定復と動

金

も約を。のる入

る又

基け約うの

のに受特よ
基に途

すづたに乙使

と

明

。丙きづ対を

るきと

か

対、丙指ら

にはきし

す

債や対すに

し速に示

た

のに債こる

務かしる

の

一受務と

還

特

個保限

及

約

の全に

び

に

債上か

繰

基

務著か

上

づ

をしわ

償

き

負いら

還

丙

う支ず

）

あ金債

合が入に

場障借

一

いと全の

おるの務

に

、納

改え申し滞
て認部

して

資差て若し

良、立
は促

等えあく督

金押が
形は

付申た手又

貸のっ
換全

則若き交保

規請と
はよ押

びく所差

及し。

の競りえ

こ
月償借し

三還入虚

十をれ偽

一怠にの

日

し

と、若

たし請

っ際申

。はく

き又

木

入報
借は

曜

た、

とはっじ

こを
後告

にさとは

ろ得こ又

こ取
っ解

りた知に

よれを乙

滞とそ

遅設た散

、施
をこ

く地。他

な土きの

のがめ

報むに

に含れ

甲

時き甲

償額一で、

時領

還。指

をこ償るの

還を
し約請す

求契を示

請の

きこ

そ定でと

てに求る

済償場に

弁るるろ

のめ

又時

受期にい

を還合従

のと一還

そたは償

、め

甲求

つ。を請

一き部を

限上う

期繰よ

もにし

で

と

済する

弁還す

に償と

受

契売取を
なこき

しる

立止た

又申停け

約の引

。

れが分き

こて処と

は

た

基たけ

にっ受

らあを

は又

義又き

くきと

づと

の破は

務

日

債故
金は

入又
借、

のし
をな
部要
全必
のに
務意

）準

る報
すの
済実
弁事

。に事

る他る

すがず

告

記

第別

管 速

第 轄 合条 や

裁 意 か

号 甲判 管 に

様 及所 轄 第

式 びと ）

、経

け限は、
者乙す

三

きかに上

とか丙理

たに

第

に

４５

約甲引

よ 転条

り

金乙に乙き
貸

乙丙

をは報は渡
債

はに

併、告、す
権

、対

せ乙し前。
の

こす

て丙、項

質

っが、

かとは
甲間甲に

かの

２３

ときら

たであ

で乙期う乙ら

のま払払

払 定、は日もは一
支 規

第償
の に支、をの、時

ぎす２還
日 よ払丙過と

べ農てる条の
ま りうが

をしに

行若算

履産清

一

怠く入

９

第第第

と ８ を ７

違条 を 弁条 承

約

調条

承 済 認 査

乙 金 乙認 充 乙し ）

は ） はす 当

、る、

は、
の

丙。支

、こ
指

間っ
の怠
でを
ま告

甲れ

甲

資の他

の記の

乙上そ

若、が

産他

対はる第

抗、こ

要こと条
農

を契合係

件のに関
業

整約意）改

備にす良 す関る資 るす。金 。る

道 訴

貸 訟

付

のる

に

入

借転

にののよ

）

払約示丙入貸

支特指り
従対債権

うににに金債
のそ

のりうし務を

もよ

に

すに約担れ

と丙。違

随

。しをと付

る対金保

し、る

約求てす

違請し

の 時き業猶。第請
で

金

し号を
日 償金改予１求

すに資なか受
数 還額良

第た
応 べ対金いらけ

に

年成の４と
じ きし助旨
法決号き
貸 金

付 額

第定には金 を

が該、の 支

し該 ー金 払条あ当当 パ
な規たた請 セ額 わのっ

よ払

ンに

定

り期

のに
権

受日

職必
）

、便し償

がな領に

員要

済を

のを弁金

乙宜た還

のすの払

業供金支

事提

にか

況。当な

状る充わ

は間す

く丙示

し乙指

、

。

の約き

業特と

事のる

し丙
著き
にづ

況基
状に

つ

変り
いよ

金

き業

甲務 の実 事施 務

報 所

告 の

書

甲担

轄月

管
を
地

在年

所

求済指権

請弁の保

をて

基も

き受にと

でを定と

態とき甲

事たづに

るけ

締入

生はに質

がき別に

とやすし

た速結れ

じ、

対 か定場こ求

きかる、

に係 のし っに合とに ト

年 たよ

場るお故る 割
合 合支い意貸 で は払ての付

のー 算 、のも場金パ 計
予項に貸セ し 支猶前合

ト 違 期をの限付ン た 払

定。のの 約 日し規るけ

を 翌場に）日割 金 のた

た

書つっ
日合よをか合

の又

帳甲合

、て場

類い

他がの

の示甲

そ指は

簿

る

なとす

要る定

必あ指

動報

を、払

項は支

事き

又た
、け
じ受
生を

を告
の。

そき
はと

三お

〇

所
判日

裁
る
す

あ
の

れ
そ

協

、こ権と

はに質甲

を

甲契し

のを定力

それ設

る理らで 甲

をに約て

旨

支 らお違由一計 に かに

し償し 払 支い約と時算

の、をて還た う 払て金

調そ期
日支支甲金違 。 ２

る従第

すにに

査れ日

。
き

と
る

とこ条

こう



１
注

平 入

成 す

十 計る

四 画こ

年 円」と

十 ）の。

北 海

者計 工 業 付

農 貸着内

３

価 農月単 の 額等年容 金

業

道 公 報

付業付 付農 貸貸貸相

２

番の方 等 金 定け 者 決手

号額に

住氏 対
す

号外第

次業

金、農

資り
良よ１

お資

年付と良

貸の改

の
月業書道

のり金

け

号

様
事

知
道

海
北

月 量欄

三 は

十 、

一 申

日

画
計

の

）時

円請

木

概
の

曜 要

置画金 措
良数 改日

円、

容

円

況月内 状
施額 実年

所名

実価

付完単

貸

日実

る

法法 貸

人人 付

等等 実

のの 績

場場

合合

はは

円、、

主名

貸貸た称

付付る及

添金

をを付

務類貸

事び

けして受

付施え借

日実
でし

貸の告績

でた報実

海。記

を北す

け、ま

付
た農

け道
受

日

を 額認
承 量更

）変
は
き 号と 番た

）け

円受

月支

年 日数

行了

概
の
そ そ

年書
収

年領

績

日金
払

月画相の

月計の

務代 決実

所表 定行

日日の者

所氏

在名

地）

又

年年は
代
表
者

月月の
住

資

者改良

表業改

代農業
付

道貸
金等

名資金

氏良
に第
金則
付規
貸

よ

関
在機

資
所融

、の
り条

記
を
要

地名

当支
初
の払
方 償
還

日日績と
実点由

と違理

資と受 良の
改次借 業り

所

貸償

年道り金 金お

）

日日
別

北 記

海 第

道 農

知 号

事

業

様 者

式

業定
農規

と様

等

印

付 請

添 区申実注

５

改に

農
４

者

計の類

時数書

複

る領者

す業

２３

金法 容と書の

内こ収等

第第第第第

１２３４５

回回回回回 支
払

年年年年年

期

月月月月月

支

月にの
金金
付還額

日

北予

日、猶
ての

い払
つ

貸農請

で道申

け海を

付
決改ま記

付業し

交第

わ

農 し条
業 た関
改 金係
良 銭）
資 消

金 費

道 貸

貸 借

付 契

金 約

償

借
で
同 総共

が 分画績

書

場 費円た
し

け 業

受
り

事

写金

」。の資

業は 農合

、添の

はを達

欄し調

の
象領

対、

付し績

貸付実

施号

、番

械書

機収

日日日日日

金

三
一

資。

定良す

決貸

資表付等

融代貸金

名名番規

関氏定付

機者

千

第第
号則

）項
号１

第
条円

還
金

所

借

支 用

払

在

証

猶 書

予

地

等

申 ）

請 の

書

人 良 資個 改、

月

し年

写

調表 自訳
内 金金円別 資

、 金円し 達成 資

作

己を

、応

名対

設に

付 そ 区添

格を

規号

、番

式た

型し

等。

名と

材こ

資す

、付

を

千千千千千 額

円円円円円 たに
け定

受規
をの

印 円と
こ

分のる
す

日

農よ 入
記
に

細
詳

。 他
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りの 受 お初

と借当 の
支
の額金 金

還 還金償

北 海

成貸

資表平道

所融代金

地名名金

関氏付

在機者

て
い

つ
年に

道 公 報

記
別
第 注
）

号 １２

様 す

式

更れこ

変そる

理ぞと第
農 由れ。

号外第

変支変

更
後払更

の
償方理

還
金法由

号

平
成
十
四
年
十

回 猶支１２３ 払第第第

年年年 定
決払

を
予回回

記日

で月月月 の
た期

し
北

、
月は

し日日日 知
通

貸改

様け業
付農

日道
海

等
定金

決資
付良

北貸貸

業 欄の条
改 に事関
良 は由係
資 災に）
金 害応

道 、じ

貸 疾て

付 病知

金 、事

償 負が

還 傷指

金 、定

支

第第第第第第

盗す

１２３４５

回回回回回回

年年年年年年

月月月月月月

日日日日日日

第 月
三支 回 十
一
日払

年

期

月 木

日

曜日

規

海付付

円
千

。金

す
ま

事番第

知定則

道決
号

定
）規
号の
項
２
第
第条

業よ
農に
の

払 難る

猶

番平

等者

予

成

にが

決 よ発

定 る行

通 状す

知

年

況る

書

申月

すを
入書
記明
を証

と書
こ請
る

日

金

円円円

千千千 額

一
る は 造 生
も 牧 成 産 畜
の 野 、 、 舎
を の 復 流 、

良、
改り
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